





















































































































































































































































































































































































































































































































































































 語Q-2  隅σ1 100
x
 図8:NLOで発展させたqD描像75%とY字型の描像25%を混ぜたものと騒RS(G)とのsea
 クォークとグルーオンの10g-logプロットによる比較。(～。2=0.36GeV2、(22=4Ge解。
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 論文審査の結果の要旨
 深非弾性レプトンー核子散乱やレプトンー核子散乱によるチャーモニウム生成の実験などを総
 合すると、大運動量で走っている核子内のパートン(クォーク、反クォーク、グルーオン)の比
 運動量分布が決定できる。この分布はプローブの分解能(正確には交換される仮想光子が運ぶ4
 元運動量の2乗)に弱く依存することが実験的に知られている、ある分解能における分布が与え
 られれば、より高い分解能における分布は摂動論的量子色力学の発展方程式を用いて予言でき、
 実験とよく合うことが知られている。しかし、初期値として用いる低分解能での分布はクォーク
 閉じ込めなどの非摂動論的効果を強く反映するので、これを決めるためには現象論的模型が用い
 られる、所が、従来用いられてきたハドロンの模型にはグルーオンの成分があらわな形で含まれ
 ていないために、高分解能領域へ発展させても、実験値に比べて十分な量のグルーオン分布が得
 られなかった。本論文はこの点に着目し、グルーオンの自由度をあらわに取り入れていると見な
 せる弦模型とその発展型であるフラックス・チューブ模型を用いて、低分解能領域での陽子内の
 パートン分布を計算し、その領域でグルーオンがすでに陽子の運動量の三分の一を担うことを見
 いだした。次にその分布を一次主導項近似と二次主導項近似の発展方程式を用いて高分解能領域
 まで発展させ、実験と矛盾しない十分な量のグルーオン分布を得ることができた。また二つの近
 似の結果を比較することにより、高次近似の信頼性を確認することができた。価クォーク分布に
 ついては陽子内のuクォークとdクォークが強く相関しているクォーク・ダイクォーク成分が75%
 程度を占めているとすると、実験値を良く説明できる事が分かった。以上の結果により、ハドロ
 ンのレッジェ分光学や高エネルギーハドロン多重発生などの分野で成功している弦模型およびフ
 ラックス・チューブ模型がハドロンのクォーク・グルーオン構造を説明する上でも有効であるこ
 とが分かった。
 以上の結果は小久保温が自立して研究活動を行うために必要な高度な研究能力と学識を有して
 いることを示している。よって、小久保温提出の論文は、博士(理学)の学位論文として合格と
 認める。
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